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Ⅰ．国際共同研究の内容（公開） 

1. 当初の研究計画に対する進捗状況 

(1)研究の主なスケジュール 

 

・2-3 発生予察用アプリケーションの開発については、1）AI センサーの購入許可が 2023 年後半にな

1. 菌類生物多様性の解明と生息域外保全

1-1
バナナおよびカカオ圃場の微生物の分離、
同定、特性解析

1-2 生息域外保全システムの構築

2. バナナの病害防除技術開発

2-3 AI発生予察アプリケーションの開発

2-4 統合的栽培管理技術の開発

3. カカオの病害防除技術開発

3-1 診断法の開発

3-2
VSD病罹病苗検出用AI画像診断アプリケー
ションの開発

3-3 統合的栽培管理技術の開発

4. 開発技術の経済性評価と技術普及

4-1 環境・社会・経済的インパクトの評価

4-2
＿

普及のための産官学連携システムの構築

2-2
バナナ植物体の状態診断法（RNAチップ）
の開発

2025年度
6か月 6か月 6か月

2-1 病害診断法の開発

研究題目・活動
2020年度 2021年度

2022年度 2023年度 2024年度

微生物ライブラリーの構築

微生物探索・分離・同定・特徴付け (病原菌・拮抗菌・マイコウイルスなどの探索)

菌株移動の契約

土壌中の病原菌密度の測定技術の開発

圃場選定

パイロット農家および生産企業のベースライン調査 (現状把握)

開発技術の農家への技術導入のインパクトと課題の分析

アプリの評価・最適化

政府政策提案と普及活動への協力

発病の誘因条件の情報収集

農業省普及所、バナナ組合等を通して農家・生産企業へ技術普及

CLSU 菌類遺伝資源セクションのCLSU高価作物病害診断セクションへの技術移転

CLSU 菌類遺伝資源セクションのCLSU高価作物病害診断セクション設立

病原菌感染による発現遺伝子を指標にした健康診断RNAチップの開発

アプリ開発

菌株の保存

LAMP法などの診断法の開発

ケイ素供給に関連した病原菌抵抗性評価のための健康診断RNAチップの開発

RNAチップの評価・最適化

診断法の評価

土壌還元法の最適化

土壌還元法の還元剤の選定

微生物資材の選抜・評価

植物体のケイ素濃度と病害抵抗性の関係性の調査

土壌の可給態ケイ素量の調査
ケイ素源の選抜・評価

休耕地の設定と圃場排水システムの検討、開発技術の適用法検討

LAMP法などの診断法の開発
診断法の評価

罹病植物の画像データの収集

アプリ開発

アプリの評価・最適化・適用法の検討

土壌還元法の還元剤の選定
土壌還元法の最適化

栽培法のt調査による問題の顕在化

開発技術の適用法の検討

バナナとカカオの病害防除のためのガイドラインの作成

圃場選定

圃場準備

関係機関を対象にした普及に関するセミナーの開催
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ったこと、2）AIセンサーのための SIM カードの契約に時間を要したこと、3）予察対象予定としていた

シガトカ病の発生はほとんど認められず、他の病害であったこと、4）共同開発予定であった企業が離脱

したことにより開発が遅れている。 

  

(2)プロジェクト開始時の構想からの変更点(該当する場合) 

① セントラルルソン州立大学（CLSU）に設置予定である菌類遺伝資源セクション（カルチャーコレク

ション）、高価値作物病害診断センターは、持続性を鑑みて相手国側協力機関としてフィリピン農

業省-植物産業局（DA-BPI）と CLSU が連携す

る。 

② また、設置場所を、CLSUのPLANT PEST DISEASE 

CLINIC SURVEILLANCE AND RESEARCH CENTER

に変更した（図 1）。 

③ フィリピンの規定によりミンダナオ島からル

ソン島へ島間で菌株の移動が許可されない。

ミンダナオ島には菌株の保存施設がなく、ダ

バオ産の菌株をフィリピンでは保存できない

ため、玉川大学に Mycological Bio-bank of 

Plant Disease (MBPD)を設置し、同大学にて

保存と第三国への配布を行うこととした。 

④ 本研究のターゲットとするバナナの病害を、

発生調査の結果を基にバナナ萎凋病と葉枯病

に変更した。またカカオのブラックポッド病

と vascular streak dieback（VSD）病を果実腐敗症状と VSD 病に変更し、果実腐敗症状の主たる病

原菌が VSD 病と同一の Lasiodiplodia 属菌であったことから、対象となる病原菌を Lasiodiplodia

属菌とした。 

⑤ バナナの健康診断用 RNA-チップは、現地生産者の利便性の観点から LAMP 法に変更した。 

 

2. 計画の実施状況と目標の達成状況（公開） 

(1) プロジェクト全体 

本プロジェクトではフィリピン側、日本側が単独で実施することはなく、すべての活動になんらかの

形で協働して実施している。 

 

① プロジェクト目標の達成状況とインパクト 

地球規模課題解決に資する重要性、科学技術・学術上の独創性・新規性 

菌類遺伝資源セクション（Fungal Bio-bank of Plant Disease (FBPD)）と高価値作物病害診断セン

ター（Plant disease diagnosis for High-value crop）の両セクションは、CLSU 側の人事的な要因か

ら開所が遅れており、2026 年 2月に開所することとした。これまでに採集した菌株は約 5,000 株（属ま

での同定約 1,800 株、種まで約 1,000 株）を超えており、これらを超低温冷凍庫に保存する作業を始め

  

 
図 1 菌類遺伝資源セクションならびに高価作物

病害診断センターを設置する CLSU の施設

（PLANT PEST DISEASE CLINIC SURVEILLANCE 

AND RESEARCH CENTER）の外観（上）と研究室



【令和 6 年／2024 度実施報告書】【250531】 
- 3 - 

る段階である。菌株の生死を確認したうえで最終的に FBPD セクション用の保存菌株のリストを仕上げ

る。仕様書については、日比で担当者を決めて実施している（2025 年 10 月完了予定）。また、玉川大学

に MBPD を設置することで、ミンダナオ産の菌株も含めて保存と第三国への移動が可能となる。これに

ついては、フィリピン DA-BPI と協議し、2026 年 8月に合意覚書（MOA）の署名をすることが決定してい

る。 

フィリピンでは、ほとんどの場合、種同定のための十分な情報量（塩基配列の長さと置換数）がない

ITS 領域の塩基配列のみを使って分類を行っている。本プロジェクトで設立する FBPD は、現在フィリピ

ンにある「カルチャーコレクション」とは異なり、最新の分類に従って菌株にアノテーションを付ける。

さらに、生物多様性条約のアクセスと利益配分（CBD-ABS）に則った簡便なルールを設け、利用や分譲を

強調した「遺伝資源の保存施設」として、国際的な菌株分譲を目指す。 

本プロジェクトにおけるバナナ・カカオの病害は、世界的に重要病害とされているものである。しか

し、主要生産国のフィリピンにおいてバナナの葉枯れおよびカカオの果実腐敗症状の原因菌が誤診断で

あることが示されたことから、世界的にモニタリングせずに公表されている病害の情報については、見

直しが必要であることを警告するものとなった。また、再診断の結果を基に、対象病害の病原菌の検出

技術を確立したことにより、菌類の専門家でなくても PCR によって容易に診断できるようになった。土

壌還元消毒法など栽培技術については、開発中のものも含めて異なる経営規模の農家から興味を持たれ、

ワークショップを開催している。これら技術普及について、DA-BPI や農業省地方局の職員に向けたワー

クショップが計画されており、フィリピン国内における普及の目途が立っている。 

 

② 研究運営体制、日本人人材の育成(若手、グローバル化対応) 

運営体制：2023 年 6月に研究運営体制を刷新して以降、大きな変更はない。若手研究者のほか、玉川

大学の大学院生が本研究に参画している。ダバオで実施された Banana Conference の招待講演として、

若手研究者（野澤）がプロジェクトを代表して発表を行った。 

 

③ 人的支援の構築(留学生、研修等) 

留学生（JICA 長期研修員、国費留学生、他） 

玉川大学博士課程 2 名が継続中 （2022 秋季入学、2023 春季入学） 

短期研修生  CLSU スタッフ 10 名 1 週間 

 

(2) 各研究題目 

本課題では、9研究グループを編成し、研究課題に取り組んでいる。 

研究グループ A：バナナ・カカオ圃場の多様性理解 

研究グループ B：マイコウイルスの感染株の探索 

研究グループ C：生息域外保全システムの構築 

研究グループ D：病害診断 I（病原菌の同定） 

研究グループ E：病害診断 II(植物の診断) 

研究グループ F：土壌還元消毒 

研究グループ G：肥培管理 
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研究グループ H：病害防除管理 

研究グループ I：経済性評価と技術普及 

 

研究題目と各研究グループの関連性は以下のとおりである。 

研究題目 1：「バナナ・カカオ圃場における菌類生物多様性の理解と生息域外保全」 

 （研究グループ A, B, C） 

研究題目 2：「バナナの病害防除技術開発」 

 （研究グループ D, E, F, G, H） 

研究題目 3：「カカオの病害防除管理技術開発」 

 （研究グループ D, E, F） 

研究題目 4：「開発技術の経済性評価と技術普及」 

 （研究グループ I） 

 

 

(2-1) 研究題目 1：「バナナ・カカオ圃場における菌類生物多様性の理解と生息域外保全」 

研究グループ A（リーダー：石崎 孝之・Undan, Jerwin R.）バナナ・カカオ圃場の多様性の理解 

研究グループ B（リーダー：森山 裕充・Undan, Jerwin R.）マイコウイルスの感染株の探索 

研究グループ C（リーダー：渡辺 京子・Undan, Jerwin R.）生息域外保全のシステムの構築 

 

① 研究題目 1 の当初計画（全体計画）に対する実施状況（カウンターパートへの技術移転状況含む） 

① -1 バナナおよびカカオ圃場の微生物の分離、同定、特性解析（いずれも日比合同で実施） 

菌類の採集を日比合同および比側単独ですべての研究対象地域で行った。また、生物多様性条約

に則り CLSU との Material Transfer Agreement（MTA）のもと日本に約 5,000 菌株を輸入した。こ

れらの菌について、日比で分担し、分離菌の形態解析と DNA 解析を進めた。現在までに属レベルで

同定されている菌株は 1842 菌株、種レベルで同定されている菌株は 1035 菌株に達している。 

特性解析の結果、バナナ萎凋病菌に拮抗能を有する Trichoderma 属菌、Fusarium 属菌を微生物資

材として見いだした。また、Lasiodiplodia 属 8菌株から少なくとも 10 種のマイコウイルスを見出

した。さらに、ミンダナオ島のバナナ圃場ではシガトカ病の発生は見られず、シガトカ病様の病徴

を示す他の複数種が原因であることが明らかとなり、現在散布している農薬の中には防除効果のな

いものが含まれていることを明らかにした。 

 

① -2 生息域外保全システムの構築（日比合同で実施） 

FBPD 用の超低温冷凍庫設置のための工事が完了せず、CLSU に菌株が保存できていない。設置に向

けて、現在簡易的に保存した菌株を起こし菌株の生死の確認を行うとともに、日本側に移動した菌

株を整理し、CLSU と日本に保存する菌株を選抜している。なお、フィリピンの規則によりミンダナ

オ島ダバオで分離された菌株は CLSU のあるルソン島に移動できないため、DA-BPI との協議により

玉川大学が保存し、外部に分譲することとした。 
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② カウンターパートへの技術移転の状況 

日比合同および比単独で菌株の収集ならびにその特性調査を行った。菌類の分離・同定を合同で実施

することにより必要に応じてカウンターパートに技術移転を行っている。また、生物多様性条約に係る

DA-BPI との打ち合わせには、必ずフィリピン側からも参加者があり、CBD-ABS の理解を深めている。 

 

③ 研究題目 1 の当該年度の目標の達成状況と成果 

研究題目 1 として、収集すべき菌株数、同定菌株は既に目標に達した（下表）。CLSU の超低温冷凍庫

の設置が遅れており、保存が待たれる。現在は、全ての菌株の生死を確認しながら保存する菌を選抜し

ている。仕様書なども作成しており、FBPD 用の保存菌株のリスト作成にも着手した。2025 年度中に目標

は達成される。 

 表 採集菌株 

 

 

④ 研究題目 1 の当初計画では想定されていなかった新たな展開 

バナナのシガトカ病は他の病原菌による病害であることがわかり、フィリピンでは長い間誤同定され、

効果のない農薬散布に繋がっていたことが明らかとなった。 

 

⑤ 研究題目 1 の研究のねらい（参考） 

バナナおよびカカオに発生する病原菌について生態的な視点から病害を管理するために、これら病原

菌の多様性と栽培圃場の菌類フロラを理解する。また、これらを保存する施設、病害診断のための施設

を設置する。 

 

⑥ 研究題目 1 の研究実施方法（参考） 

バナナ・カカオの栽培圃場から病原菌ならびに同所に生息する菌を収集し、特性調査を行い、菌類ラ

イブラリーを構築し、CLSU に設立する FBPD に保存する。また、病原菌の同定と植物病害診断のための

プラットホームとして、高付加価値作物病害診断セクションを設置する。 

 

(2-2) 研究題目 2：「バナナの病害防除技術開発」 

研究グループ D（リーダー：野澤 俊介・Fiegalan, Elaida Ruiz）病害診断 I（病原菌の同定） 

研究グループ E（リーダー：小松 健・Fiegalan, Elaida Ruiz） 病害診断 II(植物の診断) 

研究グループ F（リーダー：野澤 俊介・Fiegalan, Elaida Ruiz）土壌還元消毒 

研究グループ G（リーダー：藤井 一至・Fiegalan, Elaida Ruiz）肥培管理 

研究グループ H（リーダー：渡辺 京子・Fiegalan, Elaida Ruiz）病害防除管理 

その他

同定（属） 同定（種） 未同定 小 計 同定（属） 同定（種） 未同定 小 計

2025 240 0 11 251 149 0 0 149 0
2024 37 155 256 448 37 352 366 824 0
2023 284 247 238 1,070 37 236 115 389 0
2022 976 0 604 1,574 82 45 139 266 9

分離年度
バナナ関連菌 カカオ関連菌
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① 研究題目 2 の当初計画（全体計画）に対する実施状況（カウンターパートへの技術移転状況含む） 

① -1 バナナ病害に対する診断法の開発 

バナナ萎凋病の病原菌である Fusarium oxysporum f.sp cubense tropical race 4（Foc TR4）を

特異的に検出する PCR プライマーを診断キットとして設計し、さらに、同定済みの Fusarium 

oxysporum の分化型、レースおよびバナナの圃場で採集した Fusarium 属菌を対象として本 PCR プラ

イマーの評価を行った。その結果、他の特異的検出用の PCR プライマーと比較して精度が高いこと

が示された（図 2）。なお、本結果は査読付きの論文にて公表した（日比合同）。本プライマーは

DA-BPI でも有効性が確認され、また、バナナ企業でも使用されている。 

 

 

① -2 病害抵抗性や潜在感染と罹病を確認するためのバナナ植物体健康診断法の開発 

Foc TR4 に感染したバナナ植物体と健全な植物体のゲノムワイドな RNA 発現解析によって感染植物

体のみで発現される遺伝子を複数見出し、それらの中から最も高発現を示した遺伝子を標的遺伝子と

して選んだ。本遺伝子が罹病植物で発現されていることを RT-PCR でも確認ができている。現在、RT-

LAMP 法にて検出するためのプライマーを検討している。（日本側）。 

 

① -3 AI 発生予察アプリケーションの開発 

本プロジェクトの調査から、フィリピンで優先的なバナナの葉の病害がシガトカ病ではないこと

が明らかになり、さらに、現在葉の病害に使用されている農薬のほとんどが、新たに見出した優先

的な病原菌に対して効果が期待できないことが分かった。そのため、葉の病害については病原菌の

ライフサイクルの調査から農薬の効果的な散布時期を検討し、発生予察のパラメーターに加える予

定である。 

AI 機能を搭載した気象測定センサーをミンダナオ島の 17 カ所に設置し、2024 年度から稼働して

いる。 

 

図 2 Foc TR4 特異的 PCR プライマーの評価。 
a. 既報の PCR プライマーとの比較。b. 罹病組織からの検出。 
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① -4 バナナ病害防除のための統合的栽培管理技術の開発 

・病害を引き起こす土壌中の病原菌密度の測定（推定）技術 

定量 PCR による病原菌密度の測定の技術を開発するために、開発した FocTR4 特異的プライマーの

使用を検討している（日本側）。土壌 DNA の抽出キットを検討し、そのキットを用いて得られた DNA 抽

出産物で定量 PCR ができるかを検討している。 

 

・土壌還元消毒法の最適化 

小規模で実施した土壌還元消毒実験の結果、1%エタノー

ルの使用が有効であることが示された。この結果を基に、

中規模の実験でも 1%エタノールを使用し、処理後にバナ

ナを 81 株定植し、エタノール施用区では発病がないまま

果実の収穫の時期を迎えた（図 3）。一方、無処理区では

81 株のうち 11 株で発病が認められ、中規模の試験でも

土壌還元消毒の効果が実証された。 

 

・土壌中病原菌増殖抑制のための微生物資材の開発  

非病原性の Trichoderma 属菌 1 菌株および Fusarium 属菌 1 菌株について、ポット実験にてバナナ

萎凋病への防除効果を調査している。 

 

・バナナ圃場肥培管理方法の構築 

土壌 pH と土壌中の病原菌密度の関係性を明らかにするために、人工的に作成した病原菌汚染土壌

に苦土石灰を施用して土壌 pHを調整し、病原菌の密度の遷移を調査した。その結果、処理区と無施肥

（酸性土壌）区ともに病原菌密度が上昇した。現地で行われている pH の調整を検討する必要性が示

された。現在、異なる pH調整資材について実験を行っている。 

 

・バナナの栽培年限の調査 

バナナの栽培年限の調査のためにダバオ市にあるバナナプランテーションにて、バナナ萎凋病が発

生した区画に新たに移植したバナナ 10 株について調査した。2024 年度から圃場の所有者が変わり、

肥培管理がおざなりになったことで急速に調査区を含む圃場全体に萎凋病が広がった。これは、栽培

年限がバナナの栽培管理状態によって変わり、特定の期間を決められないことを意味する。さらに、

管理次第では、一度病害が発生した土地でも、少なくとも 4世代までバナナを収穫できる場合がある

ことが分かった。 

 

・バナナの栽培管理方法の最適化（栽培土壌の検討） 

ミンダナオ島にある実験圃場にて、土壌還元消毒後の区画でバナナの栽培実験を行った。実験圃場

の土壌は重粘土に分類されるため土壌への酸素の供給が難しい。そのため、土壌還元消毒処理後の土

壌の酸化が課題であったが、処理後１カ月間の土壌の酸化の期間を設けて定植することで栽培が可能

 
図 3 土壌還元処理後に栽培したバナナ。 
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であった。現在、定植したバナナは収穫時期を迎えた。重粘土の圃場で処理後の酸化処理の課題が解

決できたため、粘土含有量が少ないそのほかの土壌環境にある圃場においても土壌還元消毒後の栽培

が可能であると考えられる。本方法についてマニュアルを作成し、それを本プロジェクト主催のフォ

ーラムおよびプロジェクトメンバーが招待された Banana Conference にて配布した。 

 

① -5 研究題目 2 のカウンターパートへの技術移転の状況 

前回の報告と同様に、CLSU からの留学生に対する日常的な研究活動を中心にバナナ組織培養、栽培

技術、分子生物学的な解析方法などを技術移転している。 

 

② 研究題目 2 の当該年度の目標の達成状況と成果 

バナナの病害に対する診断法の開発については、警戒すべき病原菌である Foc TR4 および今年度見

出された葉の主要病害の診断方法の開発を終えた。これらは、罹病組織からの検出も可能であるため、

診断のための時間とコストを削減できる。さらに、フィリピンで得られた分離株を含む関連菌を用いて

評価を終えている。 

バナナ植物体健康診断法の開発に関しては、標的の遺伝子を決定し、RT-PCR によって、本遺伝子が

罹病植物体で発現していることが確認できている。次年度は、RT-LAMP 法による発病株の検出を検討し、

異なる感染段階で試験を行う予定である。本試験は 2025 年度 7 月に終え、論文にて公表する予定であ

る。 

AI 発生予察アプリケーションの開発においては、現在、ミンダナオ島の 17 カ所に AI センサーを設

置し、それらが稼働している。しかし、原因不明の不具合等でデータの受送信に問題があり、手動でデ

ータの回収を行っている。また、本問題が解決されるまでは、残りのセンサーの設置を見合わせている。

現在は、土壌成分と土壌微生物を解析し、それらと病害発生の関係性を調べている。 

総合的栽培管理技術の開発の項目のうち、土壌中の病原菌密度の測定技術の開発およびケイ素の調

査が遅れている。前者においては、病原菌特異的 PCR プライマーの開発を終えているため、これを基に

リアルタイム PCR による病原菌密度の調査方法を開発する。後者については、健全なバナナ、罹病バナ

ナおよびそれらの株元の土壌を採集し、合計 220 サンプルのデータを取得した。本データを基にケイ素

と発病に関連性があるかを統計的に分析する。ケイ素供給に関連したバナナの健康診断技術の開発の要

否は、この結果を基に決定する。 

 

③ 研究題目 2 の当初計画では想定されていなかった新たな展開 

特になし。 

 

④ 研究題目 2 の研究のねらい（参考） 

バナナ萎凋病および葉の主要病害などのバナナの病害を制御するための新規技術を開発する。 

 

⑤ 研究題目 2 の研究実施方法（参考） 

バナナ萎凋病および葉の主要病害の病原菌の検出法を開発し、両病害の迅速診断に寄与するとともに、

感染を診断できる植物健康診断法を開発する。さらに、肥培・栽培管理等による防除技術に加え、発生
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予察のためのアプリにより適切な病害防除対策の時期を示す。既に病害が発生している圃場では、環境

負荷が少なくフィリピン国内で安価に入手できる還元剤により還元消毒を実施する。これらを総合的栽

培管理技術として統合しバナナ圃場に適用させる。 

 

 

(2-3)研究題目 3：「カカオの病害防除技術開発」 

研究グループ D（リーダー：Celynne Padilla・Benico, Garry）病害診断 I（病原菌の同定） 

研究グループ F（リーダー：野澤 俊介・Benico, Garry）土壌還元消毒 

研究グループ H（リーダー：渡辺 京子・Benico, Garry）病害防除管理 

 

① 研究題目 3 の当初の計画（全体計画）に対する成果目標の達成状況とインパクト 

① -1 カカオ病害に対する診断法の開発 

カカオの果実腐敗症状の原因菌が Lasiodiplodia 属の複数種であり、疫病菌である可能性は低いこ

とが分かった。そのため、Lasiodiplodia 属菌を特異的に検出するための PCR プライマーを開発した。

このプライマーを評価するために、カカオ圃場で採集した分離菌を用いて PCR 実験を実施し、

Lasiodiplodia 属菌が特異的に検出できることが確認できている。また、特に分離頻度が高かった種

については LAMP 法による検出法の開発を開始した。 

 

① -2 VSD 罹病苗検出用 AI画像診断アプリケーションの開発 

AI 画像解析技術を活用し、カカオの VSD 病に罹病した葉と健全な葉を区別するシステムを構築して

いる。現在までに YOLOv11（You Only Look Once version 11）を用いてカカオの葉を認識するモデル

を完成させた。供試したデータとしては、これまでの野外調査で得られた約 6,000 枚のカカオ葉の画

像データを用いた。 

 

① -3 カカオ病害防除のための統合的栽培管理技術の開発 

・土壌還元消毒 

VSD 病の原因菌である Lasiodiplodia 属菌が茎、果実、葉から見出されており、さらに、土壌にも

存在することがわかった。育苗段階における本病の発生を防除するために、1%エタノールを用いた土

壌還元消毒の効果を検証し、有効であることが分かった。今後、再現性実験を行い論文としてまとめ

る予定である。 

 

・カカオ苗の栽培管理方法の最適化 

カカオ苗の栽培方法を最適化するため、カカオ苗に関連する土壌中の Lasiodiplodia 属菌の存在

も評価した。ルソン島南部のビコール地方で、苗床で症状のある苗が観察され、育苗段階で VSD 病を

防除する必要があることを再確認した。 
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② 研究題目 3 のカウンターパートへの技術移転の状況 

比側のチームメンバーに研究内容と土壌還元消毒技術および

その利用について説明し、ワークショップを実施し、技術移転を

行った（図 4）。 

 

③ 研究題目 3 の当該年度の目標の達成状況と成果 

日本側で CLSU からの留学生とともにフィリピンで発生して

いる果実腐敗症状と VSD 病の病原菌 Lasiodiplodia 属菌の再同

定結果に基づいて、特異的プライマーを開発し、カカオ圃場由来

の分離菌を用いて本 PCR プライマーを評価した。結果として、

特異性が認められ、迅速な診断に利用できることが実証された。土壌還元消毒については、

Lasiodiplodia 属菌を対象とした野外実験で効果が認められた。VSD 罹病苗検出用 AI画像診断アプリケ

ーションの開発に関しては、画像の機械学習に供試する葉の写真が 5,000 枚集まり、それを用いて機械

学習を実施できており、概ね予定通りである。 

 

④ 研究題目 3 の当初計画では想定されていなかった新たな展開 

カカオの病原菌として、複数種の Lasiodiplodia 属菌が見出されたため、本属菌を特異的に検出する

PCR プライマーを開発した。特に分離頻度が高かった L. theobromae に関しては LAMP 法による検出プラ

イマーを設計する予定である。 

 

⑤ 研究題目 3 の研究のねらい（参考） 

カカオのカカオブラックポッド病・VSD 病の防除法を目指す。特に育苗から定植の間の病害防除法を

確立する。 

 

⑥ 研究題目 3 の研究実施方法（参考） 

カカオブラックポッド病・VSD 病の診断技術法を確立する。また土壌生息病原菌に対する有効な防除

法である還元消毒法を最適化し土壌病原菌であるブラックポッド病の発生を防ぐ。また、VSD 病の甚大

な被害の伝染源となる VSD 罹病苗を特定するために、VSD 病診断画像アプリを開発する。 

 

 

(2-4)研究題目 4：「開発技術の経済性評価と技術普及」 

研究グループ I（リーダー トレルファ ダグラス・Hail, Persons N.）経済性評価と技術普及 

 

① 研究題目 4 の当初の計画（全体計画）に対する成果目標の達成状況とインパクト 

ベースライン調査のインタビューを完了し、得られたデータを解析している。本プロジェクトで開発

した技術のマニュアル化および普及活動は順調に進んでおり、相手国での産官学連携体制の構築も着実

に進展している。代表研究機関（玉川大学）Web ページには英語情報を追加し、情報発信力を強化して

いる。さらに、アウトプット促進のため、シンポジウム 3 回、ワークショップ 3回を開催した。 

 
図 4 土壌還元消毒のワークショッ

プの様子（ミンダナオ島） 
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② カウンターパートへの技術移転の状況 

フィリピン側は調査データ解析手法についての理解を深めるために、2024 年 6月 5 日・6 日に玉川大

学にて、2 回のワークショップに参加した。内容はこれまでの本プロジェクトで得た調査シートを用い

て、1 回目が「データ分析の基礎と統計処理の方法に関する講義と実践演習」、2 回目が「ベースライン

調査データの整理と分析」である。 

 

③ 研究題目 4 の当該年度の目標の達成状況と成果 

ベースライン調査の初期の結果を受けてアンケートの項目について日比合同で再検討し、必要箇所の

変更を行った。これを基に、フィリピン各地のカカオおよびバナナ農家を対象としたインタビュー調査

を行った。ベースライン調査を完了し、2024 年度末までの期間で合計 109 件の農家への聞き取り調査を

した（バナナ農家 54 件、カカオ農家 55件）。ベースライン調査で得られたデータから、バナナ苗の入手

先（購入・配布あるいは自家製）とバナナ萎凋病および葉の病害の発生の関係を解析したところ、苗の

入手先と病害発生の程度には相関が認められなかった。現在、「農家の栽培方法が病害発生の程度に影

響を与えている」という仮説を立て解析を進めている。カカオ農家のインタビューの際は、プロジェク

トで作成したカカオの病害診断用の資料を農家へ配布した。現在は他の資料及び改訂版の作成に着手し

ている。また、土壌還元消毒について本プロジェクト主催のフォーラム（2 回）およびダバオ市で開催

されたバナナ会議にてマニュアルを配布し、普及活動を行った。また、ミンダナオ島のバナナ組合

（Mindanao Banana Growers Association）の要望で土壌還元消毒のワークショップを開いた。普及活

動で使用した資料の内容については、バナナとカカオの病害防除のためのガイドラインに組み込む予定

である。 

研究成果の普及のための産官学連携システムの構築に向けて、研究結果の普及を円滑に行うためにセ

ントラル・ルゾン地方, カガヤン・バレー地方、 ビコール地方、西ビサヤ地方、ダバオ地方にて農業省

地方局や生産企業と面談を行った。また、農業省植物生産局とプロジェクトならびにプロジェクト終了

後の継続的な研究および普及協力について協議した。また、SATREPS プロジェクトの活動強化に向けて、

DA-BPI との合意覚書（MOA）締結に向けた協議を行うため DA-BPI を訪問。JICA・CLSU・BPI 関係者と MOA

原案の協議を行った。さらに、同局の研究施設を視察し、SATREPS プロジェクトのメンバー間で今後の

共同研究の方向性について協議した。 

CLSU には菌類遺伝資源の保存のために FBPD を開設する。それに向けて、CLSU の研究者を対象に菌株

の保存について講義を行い、技術移転をした。 

CLSU は、ASEAN University Network Quality Assurance（AUN-QA）の認定を受けた。2024 年

7 月 9 日から 11 日にかけて厳格な審査が実施され、本プロジェクトを通じて設立された近代的な設備

や本国際共同研究が高く評価された。 
 

④ 研究題目 4 の当初計画では想定されていなかった新たな展開 

特になし。 

 

⑤ 研究題目 4 の研究のねらい（参考） 
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産官学連携システムの構築により、プロジェクトにて開発した新規技術および統合技術体系の普 

及を効率的に行う。 

 

⑥ 研究題目 4 の研究実施方法（参考） 

バナナおよびカカオの生産企業や契約農家、小自作農家等に対して、病害による被害状況（被害額）

を含めた経営状況に関するベースライン調査を実施し、開発した個別技術および統合技術の両方の導入

例を提示する。普及活動は、植物病害対策の関係機関（研究機関、行政機関、民間企業、生産組合、生

産農家等）の連携システムのもと技術普及セミナーやワークショップ等を実施する。また、バナナのパ

ナマ病およびシガトカ病に対する統合技術ガイドラインとカカオのVSD病およびブラックポッド病に対

する統合技術ガイドラインに基づいたマニュアルを作成し、農業省植物産業局の両作物の生産ガイドに

組み入れられるよう協議を行う。 

 

 

Ⅱ．今後のプロジェクトの進め方、およびプロジェクト／上位目標達成の見通し（公開） 

2024 年度において、DA-BPI との協議を進め、SATREPS における連携、SATREPS 終了後の連携について、

CLSU、玉川大で協議を進め、連携することを決定した。2025 年には MOA を交わし署名を行う。フィリピ

ンにおける普及は、この DA-BPI と農業省地方局との連携が不可欠であるため、2025 年には、DA-BPI の

職員に向けた病害診断の基礎に関するワークショップを 6 月に、農業省地方局職員に向けたワークショ

ップを 8 月に開催する。相手側からのリクエストに応える形でワークショップや技術移転を実施するこ

とにより、開発技術の普及、すなわちフィリピンにおける社会実装が確かなものになるであろう。 

また、本プロジェクトで CLSU に設置する Fungal Bio-bank of Plant Disease (FBPD)と高価作物病害

診断センターについても、CLSU にて本プロジェクトを担当している若手と玉川大学の博士後期課程の留

学生の帰国により、技術を有する若手研究者によって継続されることとなることを、DA-BPI や関係各所

に認識いただいている。日比ともに若手の研究者にフォーラムなどでの発表を任せ、本プロジェクト後

の研究・普及の継続性をもたせるようにしている。 

本プロジェクトでは、当初フィリピンで報告されていたバナナ・カカオの診断の誤りが明らかになっ

たことで、フィリピン政府関係者や産業界へのインパクトは非常に強いものになっている。ダバオの借

り上げ圃場で実施したバナナ栽培技術も、確かな病害診断を含めた総合管理技術として高い評価を得て

いる。特に、効果のない農薬がバナナの病害に散布されていることを明らかにした農学的な成果は、菌

株の同定などの分類学的な基礎的研究の成果を基にしていることから、菌株の保存や基礎研究に関する

理解も農業省では深まり、菌株保存の方法や、FBPD の重要性に関するワークショップを DA-BPI から依

頼され、上位目標の達成に近づいていると考えられる。 

本プロジェクトの掲題する課題を将来的に解決するために、今後も技術開発と現地調査、オープンフ

ォーラムにより、利用者の意見に耳を傾け、複合的な視点で病害防除技術の確立を目指す。プロジェク

トで開発された技術は、随時論文発表あるいは特許申請を行ったうえで普及する。普及用のテキストは、

随時更新しており、最終的にはより農家の現状とニーズに適したものができると考えている。 
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Ⅲ．国際共同研究実施上の課題とそれを克服するための工夫、教訓など（公開） 

国際共同研究を実施するうえでは、カウンターパートだけでなく相手国（今回は農業省）や産業界か

らの信頼が、目標を達成するにあたり重要である。研究成果を得ることで、自然に信頼度が増し、相手

側から声を掛けられるようになると痛感した。想定外のことが多いが、本質的なところで、確実なデー

タを示すことに注力することで必ず良い方向に進むと確信した。 

今回、大幅に開発が遅れている発生予察アプリは、当初オフラインによるデータ収集を予定していた

ことから、AI センサー（オンラインによるデータ収集）の購入を計画しておらず、センサー購入の予算

計上が認められ、実際に購入できるようになるまでに相当の時間を要した。さらに国際共同研究として

発生する輸送の問題などが生じたため、プロジェクト期間中に十分な研究が実施できない可能性が生じ

た。研究開始後の計画の変更が難しいことを考慮しておく必要があると考える。 

 

 

Ⅳ．社会実装に向けた取り組み（研究成果の社会還元）（公開） 

DA-BPI にて病害診断と菌株保存の重要性について、局長も交え会議を 3 回実施した。今後は 2025 年

に締結する MOA のもと、病害診断に係るワークショップを開催して農業省の技術向上を支援する。 

既に、バナナ・カカオの農家、農業省地方局の職員を参加者として、DA-BPI とオープンフォーラムを共

同で開催した。また、土壌還元消毒法と Foc TR4 の検出プライマーについて、本プロジェクト主催のフ

ォーラム（2 回）とダバオ市で開かれたバナナ会議（Banana conference）にて発表するとともに、同会

議では本プロジェクト（BaCaDM）のブースを設け、土壌還元消毒法のマニュアルを 120 名に配布した。

配布対象者は、バナナ生産に係る企業や組合、政府組織関係者であった。 

 

 

Ⅴ．日本のプレゼンスの向上（公開） 

オープンフォーラムの開催（プロジェクトの結果の紹介）とオープンディスカッションやワークショ

ップによる技術移転などの活動が、現地の新聞 TV 等に取り上げられた。また、DA-BPI は、本プロジェ

クトの活動を SNS にて公開している。得られた研究成果については、国内外の学会等で発表している。 

既に、DA-BPI や産業界から技術移転の要望があり、それに応えるような形でワークショップを開催し

ている。 

以上 



Ⅵ. 成果発表等

（１）論文発表等【研究開始～現在の全期間】（公開）

①原著論文（相手国側研究チームとの共著）　

年度 著者名,論文名,掲載誌名,出版年,巻数,号数,はじめ－おわりのページ DOIコード
国内誌/

国際誌の別

発表済
/in press

/acceptedの別

特記事項（分野トップレベル雑誌への掲載など、
特筆すべき論文の場合、ここに明記ください。）

2022

Kazumichi Fujii,Yuri Ichinose, Kazuna Arai, Ken Komatsu, Chie Hayakawa,
Dionisio de Guzman Alvindia, Kyoko Watanabe & Arief Hartono, Effects of
soil types and fertility management practices on soil silicon availability and
banana silicon uptake, February 2023, Soil Science and Plant Nutrition
69(6508):1-7

doi.org/10.
1080/0038
0768.2023.
2175177

国際誌 発表済

2023

Nozawa S, Seto Y, Takata Y, Narreto LA, Valle RR, Okui K, Taida S, Alvindia
DG, Reyes RG, Watanabe K. Fusarium mindanaoense sp. nov., a New
Fusarium Wilt Pathogen of Cavendish Banana from the Philippines Belonging
to the F. fujikuroi Species Complex. Journal of Fungi. 2023 Apr 5;9(4):443.

doi.org/10.
3390/jof90
40443

国際誌 発表済

2023

Yoshiki Takata, Celynne Ocampo-Padilla, Mike Andre C. Malonzo, Dan
Charlie Joy Camara Pangilinan,
Shunsuke Nozawa,Kyoko Watanabe,Description and Pathogenicity of
Colletotrichum kapreanum sp. nov, a Cherelle Wilt Pathogen Belonging to
the Gigasporum Species Complex. Journal of fungi, 2024, 10(3), 204

DOI:10.339
0/jof10030
204

国際誌 発表済

2024

Shunsuke Nozawa, Dan Charlie Joy Pangilinan, G. Alvindia Dionisio, Kyoko
Watanabe. Specific PCR primer designed from genome data for rapid
detection of Fusarium oxysporum  f. sp. cubense  tropical race 4 in the
Cavendish banana. Plosone, 2024, 19, p.e0313358.

doi.org/10.
1371/journ
al.pone.031
3358

国際誌 accepted

2024

Celynne Ocampo-Padilla, Malonzo Mike Andre, Rose Ann Grospe, Bagsic
John Troy, Shunsuke Nozawa, Yasuhisa Tsurumi, Kyoko Watanabe.
Lasiodiplodia species isolated from Theobroma cacao in the Philippines and
their pathogenicity. Journal of General Plant Pathology, 2024, 90, 254–266.

doi.org/10.
1007/s103
27-024-
01187-z

国際誌 accepted

論文数 5 件
うち国内誌 0 件
うち国際誌 3 件

公開すべきでない論文 0 件
②原著論文（上記①以外）

年度 著者名,論文名,掲載誌名,出版年,巻数,号数,はじめ－おわりのページ DOIコード
国内誌/

国際誌の別

発表済
/in press

/acceptedの別

特記事項（分野トップレベル雑誌への掲載など、
特筆すべき論文の場合、ここに明記ください。）

論文数 0 件
うち国内誌 0 件
うち国際誌 0 件

公開すべきでない論文 0 件

③その他の著作物（相手国側研究チームとの共著）（総説、書籍など）

年度 著者名,タイトル,掲載誌名,巻数,号数,頁,年
出版物の

種類

発表済
/in press

/acceptedの別
特記事項

著作物数 0 件
公開すべきでない著作物 0 件

④その他の著作物（上記③以外）（総説、書籍など）

年度 著者名,論文名,掲載誌名,出版年,巻数,号数,はじめ－おわりのページ
出版物の

種類

発表済
/in press

/acceptedの別
特記事項

2024
水野宗衛, 「ビニールハウス栽培におけるバナナの生育と問題点」熱帯果
樹,(日本熱帯果樹協会報) ,2025年1月20日,第20号,p24-33

協会報 発表済

著作物数 1 件
公開すべきでない著作物 0 件

⑤研修コースや開発されたマニュアル等　

年度  研修コース概要（コース目的、対象、参加資格等）、研修実施数と修了者数
特記事項

2024 土壌還元消毒法（一般・学部生以上）１回・　人 暫定的に作成今後改良

2024 カカオ病害診断（一般農家）3回・合計19人

開発したテキスト・マニュアル類

土壌還元消毒の原理と方法

病害の種類と病徴を示したリーフレット



Ⅵ. 成果発表等

（２）学会発表【研究開始～現在の全期間】（公開）

①学会発表（相手国側研究チームと連名）（国際会議発表及び主要な国内学会発表）

年度
国内/

国際の別
発表者（所属）、タイトル、学会名、場所、月日等

招待講演
/口頭発表

/ポスター発表の別

2022 国内学会
石川晃士(玉川大学), フィリピン共和国のバナナ及びカカオ生産体制確立のための産学官連携の取り組
みへの一考察. 日本国際地域開発学会2022年春季大会.日本国際地域開発学会, オンライン開催,
2022/6/4

口頭発表

2022 国内学会
福田聖子（日本大学）, The preliminary study on the cultural management and practicies on banana and
cacao farming in Central Luzon for SATREPS, BaCaDM 日本国際地域開発学会2022年春季大会.日本
国際地域開発学会, オンライン開催, 2022/6/4,

口頭発表

2022 国内学会
野澤俊介（玉川大学）、Fusarium属菌の新種によるバナナ品種’キャベンディッシュ’の萎凋病（病原追
加）、令和4年度日本植物病理学会関東部会、オンライン開催、2022/9/15～9/19※左記期間中いつで
も発表視聴可能

口頭発表

2022 国内学会
石川晃士(玉川大学), Banana Farmers’ Cultivation Management Practices in Cagayan Valley Region,
Research for tropical agriculture. , 日本熱帯農業学会, 鹿児島大学, 2022/10/15

口頭発表

2023 国際学会
野澤俊介（玉川大学）、Anaerobic soil disinfectation for Fusarium wilt disease control in banana, 12th
International Congress of Plant Pathology, France, 2023/8/23

ポスター発表

2023 国内学会
Malonzo, M. A., Fernandez-Grospe R. A., Bagsic, J. T., Nozawa, S., Watanabe, K.(2023).  (玉川大学)、
Cacao pod rot caused by Diaporthe  sp. in the Philippines.  日本植物病理学会　関東部会、玉川大学
（東京）、2023/9/15

口頭発表

2023 国内学会
Padilla, C., Nozawa, S., Malonzo, M. A., Fernandez-Grospe, R. A., Bagsic, J. T., Tsurumi, Y., Watanabe, K.
(玉川大学)、Three Lsiodiplodia species causing cacao diseases in the Philippines、日本植物病理学会
関東部会、玉川大学（東京）、2023/9/15

口頭発表

2023 国内学会
髙田美輝・Mike Andre Malonzo・Celynne O. Padilla・野澤俊介・渡辺京子(玉川大）、フィリピンで発生した
新種のColletotrichum 属菌によるカカオ果実腐敗（病原追加）、日本植物病理学会　関東部会、玉川大
学（東京）、2023/9/15

口頭発表

2023 国内学会
Shunsuke Nozawa. Development of management method for banana fusarium wilt. 2024 Annual Meeting
of Phytopathological Society of Japan, Sendai, Japan, 2023/3/13

口頭発表

2023 国内学会
Dan Charlie Joy C. Pangilinan. Shunsuke Nozawa, Reynaldo Valle and Kyoko Watanabe. New Pathogens
of Fusarium Wilt belonging to FIESC and FSSC in Cavendish Banana in the Philippines. 2024 Annual
Meeting of Phytopathological Society of Japan, Sendai, Japan, 2023/3/13

口頭発表

2023 国内学会
Rence Marrion M. Pineda, Shunsuke Nozawa, Jerwin Undan, and Kyoko Watanabe. Trichoderma strains
for biological control of Fusarium wilt of banana in the Philippines. 2024 Annual Meeting of
Phytopathological Society of Japan, Sendai, Japan, 2023/3/14

口頭発表

2023 国内学会
野澤俊介・髙田美輝・原田結衣・ジョニシオ　アルビンディア・パギリナン　ダン　チャーリー　ジョイ・渡辺
京子、新パナマ病菌Fusarium oxysporum  f. sp. cubence  TR4の迅速診断のためのPCRプライマー、日本
植物病理学会大会、仙台国際センター、2024/3/14

口頭発表

2023 国内学会
Kyoko Watanabe, Shunsuke Nozawa, Yoshiki Takata, Yosuke Seto,  An evolutionary lineage of TR4
causing banana Fusarium wilt (Panama disease)  1st Plant Pathology National Congress, Phylippines,
2024/2/21-23

ポスター発表

2023 国内学会

John Troy A. Bagsic, Mike Andre C. Malonzo, Rose Ann F. Grospe, Celynne O. Padilla, Shunsuke
Nozawa, Kyoko Watanabe and Jerwin R. Undan  Antagonistic response of BA001 and BA003 bacteria
against Fusarium oxysporum  f.sp. cubense TR4 1st Plant Pathology National Congress, Phylippines,
2024/2/21-23

ポスター発表

2024 国際学会
Garry A Benico, Rose Ann Grospe, Mike Malonzo, Jerwin Undan and Kyoko Watanabe. Morphologyand
phylogeny of Nigrospora  spp. isolated from banana in Nueve viseaya. Mycological society of the
Philippenes, Phylippines,  2024/6/20-22

ポスター発表

招待講演 0 件

口頭発表 11 件

ポスター発表 4 件

②学会発表（上記①以外）（国際会議発表及び主要な国内学会発表）

年度
国内/

国際の別
発表者（所属）、タイトル、学会名、場所、月日等

招待講演
/口頭発表

/ポスター発表の別

2022 国際学会
Chiharu Nakashima　（三重大）Taxonomic studies on Cercosporoid fungi in Asian ｃｏｕｎｔｒｉｅｓ
 Asian Mycological Congress　タイ　2022/8/3

招待講演



2023 国際学会

植松清次（農工大・玉川大） 、“From upland-paddy crop rotation to biological soil disinfestation using
ethanol in Japan”、International Conference on BioProtection for Sustainable Agriculture 2023
(ICBPSA23)、Can Tho University, ベトナム、2023/7/26, （Keynote
Speaker）,https://icbpsa2023.ctu.edu.vn/

招待講演

2024 国内学会
原田結衣・髙田美輝・野澤俊介・Reynaldo Valle・渡辺京子(玉川大学)、フィリピンにおけるLasiodiplodia
theobromae  によるバナナの葉のシガトカ様病害の発生、日本熱帯農業学会第 137 回講演会、玉川大
学、2025/3/18

口頭発表

2024 国際学会
Yui Harada, Yoshiki Takata, Mike Andre C. Malonzo, Shunsuke Nozawa, Kyoko Watanabe(玉川大学),
Sigatoka-like disease caused by Fusarium  spp. in the Philippines, The 5th Korea-Japan Joint
Symposium on Plant Pathology, 高松, 2025/3/25

ポスター発表

2024 国内学会
原田結衣・髙田美輝・内田景子・Mike Andre Malonzo・野澤 俊介・渡辺 京子(玉川大学)、バナナ葉の病
原菌Fusarium  spp. に対する各種薬剤の菌糸阻害活性評価、令和7年度日本植物病理学会大会、サン
ポート高松、2025/3/27

口頭発表

2024 国内学会
髙田美輝・原田結衣・Malonzo Mike Andre・野澤俊介・渡辺京子(玉川大学)、フィリピンで発生した
Colletotrichum  spp. によるバナナ炭疽病、令和7年度日本植物病理学大会、サンポート高松、
2025/3/27

口頭発表

2024 国際学会
渡辺京子(玉川大学), Challenge to Fusarium wilt of banana and pod rot of cacao in the Philippines, XX
International Plant protection congress Plant Canada 2024, カナダ, 2024/7/1-5

口頭発表

2024 国際学会
渡辺京子(玉川大学), An evolutionary lineage of /Fusrium oxysporum/ f.sp TR4 causing new Panama
disease, Plant Canada 2024, カナダ, 2024/7/7～10

ポスター発表

2024 国際学会
渡辺京子(玉川大学), Importance of disease diagnosis as a result of research into disease control in
high.value crops, Plant Canada 2024, Agriculture and Agri-Food Canada/ Government of Canada, カナ
ダ, 2024/7/7-10

招待講演

2024 国際学会
野澤俊介（玉川大学）、Banana conference, Organized by the Philippine Exporters Confederation, Inc.
Region XI Chapter (PhilExport Davao) and in collaboration with the Philippine Banana Council, Inc. 　ダ
バオ（フィリピン）, 2024/10/17～10/18

招待講演

招待講演 4 件

口頭発表 4 件

ポスター発表 2 件



Ⅵ. 成果発表等
（３）特許出願【研究開始～現在の全期間】（公開）
　①国内出願

出願番号 出願日 発明の名称 出願人
知的財産権の種

類、出願国等

相手国側研究メン
バーの共同発明
者への参加の有

登録番号
（未登録は空欄）

登録日
（未登録は空欄）

出願特許の状況
関連する論文の

DOI
発明者

発明者
所属機関

関連する外国出願※

No.1
No.2
No.3

国内特許出願数 0 件
公開すべきでない特許出願数 0 件

　②外国出願

出願番号 出願日 発明の名称 出願人
知的財産権の種

類、出願国等

相手国側研究メン
バーの共同発明
者への参加の有

登録番号
（未登録は空欄）

登録日
（未登録は空欄）

出願特許の状況
関連する論文の

DOI
発明者

発明者
所属機関

関連する国内出願※

No.1
No.2
No.3

外国特許出願数 0 件
公開すべきでない特許出願数 0 件



Ⅵ. 成果発表等
（４）受賞等【研究開始～現在の全期間】（公開）

①受賞

年度 受賞日 賞の名称
業績名等

（「○○の開発」など）
受賞者 主催団体

プロジェクトとの関係
（選択）

特記事項

2023 9月 学生優秀発表者
Three Lsiodiplodia  species
causing cacao diseases in
the Philippines

Padilla O.
Celynne

日本植物病
理学会関東
部会

2.主要部分が当課題研究の
成果である

1 件

②マスコミ（新聞・TV等）報道

年度 掲載日 掲載媒体名 タイトル/見出し等
プロジェクトとの関係

（選択）
特記事項

2021 2021/7/24
フィリピン 共和国 大使館
ホームページ

Philippines and Japan
Universities Join Forces To
Promote Banana and Cacao
Production

.その他

2021 2021/11/26 Business World
CLSU, JICA partner on
cacao, banana farm
management research

その他

2021 2021/12/3 The Philippine Star
JICA funds sustainable farm
management in Philippines

その他

2022 2022/4/7 The Manila Times

Japan university profs visit
CLSU, conduct fieldwork for
banana, cacao management
project

1.当課題研究の成果である

2022 2022/5/6 ＴBSウエブサイトとTver TBS地球を笑顔にするWeeK その他

2022 2022/9/28 日経新聞
「玉川大学農学部、バナナ病
害菌の防除に挑む」UPDATE
知の現場

その他

2022 2022/11/25 まにら新聞
「バナナを病害から守れ」
日比共同研究の報告会

その他

2024 2024/6/3
Bureau of Plant Industry
(Facebook)

DA-BPI and JICA Finalize
MOA for Banana and Cacao
Disease Management
Program

その他

2024 2024/6/6 Business Mirror
Tokyo to support PHL fight
against banana diseases

その他

2024 2024/6/10 Fresh Fruit Portal.com
Japan supports Philippines in
fight against fruit diseases

その他

2024 2024/6/11 Fresh Plaza
Japan aids the Philippines in
combating banana disease

その他

2024 2024/9/28
Bureau of Plant Industry
(Facebook)

DA-BPI and CLSU Host 1st
International Forum on
Banana and Cacao Pests and
Diseases Management

その他

掲載面

https://www.bworldonlin
e.com/economy/2021/1
1/26/413495/clsu-jica-
partner-on-cacao-
banana-farm-
management-research/

https://www.philstar.com
/business/2021/12/03/
2145295/jica-funds-
sustainable-farm-
management-philippines

https://www.manilatimes.
net/2022/04/07/campus
-press/japan-university-
profs-visit-clsu-
conduct-fieldwork-for-
banana-cacao-
management-
project/1839168

https://tokyo.philembass
y.net/philippines-and-
japan-universities-join-
forces-to-promote-
banana-and-cacao-
production/

https://go.shr.lc/4kx5t
uI

オンライン

1面

https://www.freshfruitpo
rtal.com/news/2024/06/
10/japan-will-support-
the-philippines-fight-
against-fruit-disease/

https://businessmirror.
com.ph/2024/06/06/t
okyo-to-support-phl-
fight-against-banana-
diseases/

https://www.facebook.
com/BureauOfPlantInd
ustry/posts/da-bpi-
and-jica-finalize-moa-
for-banana-and-
cacao-disease-
management-
programthe-
/861238216038471/

https://www.facebook.
com/BureauOfPlantInd
ustry/posts/da-bpi-
and-clsu-host-1st-
international-forum-
on-banana-and-
cacao-pests-and-
disea/94037739479121
9/



2024 2024/10/3 The Manila Times
Agencies address banana,
cacao issues

その他

2024 2024/10/24 ABS reports

地球規模課題対応国際科学技
術協力プログラム（SATREPS）
における ABS対応のグッドプラ
クティス事例 ―難防除病害管
理技術の創出によるバナナ・カ
カオの持続的生産体制の確立
―

その他
https://terayoshi-
gyosei.com

2024 2025/2/13 PTV NEWS MINDANAO

2nd Int’l Stakeholders'
Forum on Banana & Cacao
Diseases Management,
gipahigayon sa Davao City

その他

15 件

https://www.facebook.
com/watch/?v=939443
878334999

https://www.manilatim
es.net/2024/10/03/bu
siness/agribusiness/ag
encies-address-
banana-cacao-
issues/1977961

https://terayoshi-
gyosei.com/%e5%9c%b0
%e7%90%83%e8%a6%8f%
e6%a8%a1%e8%aa%b2%e
9%a1%8c%e5%af%be%e5%
bf%9c%e5%9b%bd%e9%9
a%9b%e7%a7%91%e5%ad
%a6%e6%8a%80%e8%a1%
93%e5%8d%94%e5%8a%9
b%e3%83%97%e3%83%ad
%e3%82%b0%e3%83%a9%
e3%83%a0%ef%bc%88-
2/



Ⅵ. 成果発表等

（５）ワークショップ・セミナー・シンポジウム・アウトリーチ等の活動【研究開始～現在の全期間】（公開）

年度 開催日 名称
場所

（開催国）
参加人数

(相手国からの招聘者数）
公開/

非公開の別
概要

2022 2022/2/28
Phytophthora workshop
-SATREPSプログラム

玉川大学
（日本）

5名 非公開
疫病菌の基礎、自然環境中の疫病菌の分離方法と分
類の講義、実習

2022 2022/4/21 Seeds Needs Webinar Series #10
フィリピン

(オンライン)
50名 公開

The Development of Novel Disease Management
Systems for Banana and Cacao

2022 2022/6/23
The 4th International Research and

Development Conference of the JSPS
Alumni Association of the Philippines

フィリピン
(オンライン)

約50名 公開
Sustainable Agricultural Cooperation between Japan
and the Philippines.

2022 2022/11/16～19
バナナ組織培養・栽培技術

土壌還元消毒
バイオインフォマティックス

玉川大学
（日本）

7名 非公開
バナナ組織培養・栽培技術や土壌還元、データ解釈の
ためのバイオインフォマティックス解析など、プロジェク
トに必要知識技術をワークショップとした。

2022 2022/11/22,24

Isolation, Culture and Physiology of
Production of Some Morphological
Characteristics for Identification of

Phytophthora Species

玉川大学
（日本）

10名 非公開
Phytophthoraの選択培地の作成、環境中からの分離、
培養、観察の実技セミナーを日本人学生も含めて実施

2022 2023/3/9～12
THE 34TH GENERAL ASSEMBLY OF

THE IUBS
中央大学

(日本)
約300名　（オンライン参加含

む）
公開 プロジェクト紹介（ポスター）

2023 2023/10 Identification on Mitosporic Fungi
玉川大学
（日本）

2名 非公開 不完全菌類同定ワークショップ

2023 2023/10/15
Phytophthora workshop
-SATREPSプログラム

玉川大学
（日本）

8名 非公開
疫病菌の基礎、自然環境中の疫病菌の分離方法と分
類の講義、実習

2023 2023/11 Identification on Mitosporic Fungi
CLSU

(フィリピン)
13名 公開 不完全菌類同定ワークショップ

2023 2024/2/23 The Anaerobic Soil Disinfestation
CLSU

(フィリピン)
21名 公開 土壌還元ワークショップ

2023 2024/2/28 カカオ病害診断ワークショップ
ビコール

(フィリピン)
15名 公開

農家向けのミニワークショップ（アルバイ，ピリ，カマリネ
ス）

2023 2024/1/29 カカオ病害診断ワークショップ
ビコール

(フィリピン)
10名 公開

農家向けのミニワークショップ（ハンドング，リブマンナ
ン）

2023 2024/3/2 カカオ病害診断ワークショップ
ダバオ

(フィリピン)
15名 公開 農家向けのミニワークショップ（ダバオ）

2023 2024/3/19～20 不完全菌類同定ワークショップ
玉川大学
（日本）

10名 公開 不完全菌類同定ワークショップ

2024 2024/6/5,6 データ分析ワークショップ
玉川大学
（日本）

6名 非公開
比チーム４メンバーに向けデータ解析手法の講義、実
習

2024 2024/6/6 Phytophthora　ｗorkshop
東京農工大学

（日本）
2名 非公開

疫病菌の基礎、自然環境中の疫病菌の分離方法と分
類の講義、実習（東京農大学生対象、アウトリーチ）

2024 2024/6/7
Phytophthora workshop
-SATREPSプログラム

玉川大学
（日本）

2名 非公開
疫病菌の基礎、自然環境中の疫+G27:G29病菌の分離
方法と分類の講義、実習

2024 2024/6/9
第1回公開シンポジウム「これからどう

なる　バナナとカカオ
玉川大学
（日本）

約50名 公開
バナナとカカオで発生する病害の知見と問題意識を共
有した

2024 2024/9/27
1st International Forum on Banana

and Cacao Pests and Diseases
Management

フィリピン農業省
(フィリピン)

約50名 公開
バナナとカカオで発生する病害の知見と問題意識を共
有した

2024 2024/10/28
1st Colloquium SATREPS-Peru

Project
東京農工大学

（日本）
40名 非公開

Special lectures (渡辺京子)
SATREPS-Philippines Project: Towards the control of
major banana and cocoa diseases

2024 2024/12/5 多摩高校SS
玉川大学
（日本）

15名 非公開 研究室・バナナ温室見学

2024 2024/12/10
Seminar ”Smart Farming：Harnessing

Technology for Sustainable
Agriculture”

CBSUA（フィリピ
ン：オンライン）

約60名 非公開 Keynote speaker (渡辺京子)

2024 2025/2/6～7
2nd International Stakeholders’

Forum on Banana and Cacao Diseases
Management in the Philippines

ダバオ
(フィリピン)

約100名 公開
バナナ農家に対してSATREPSプロジェクトの研究成果
を報告し、農家の現状について意見交換を実施。

28 件

年度 開催日 議題 出席人数

2021 2021/11/18 キックオフミーティング 66名 研究の目的、実施方法の紹介、現状報告、AIセンサーの導入の承認

2022 2022/11/15 プロジェクト進捗報告 54名

2023 2024/2/26 プロジェクト進捗報告 26名

2024 2025/2/6 プロジェクト進捗報告 21名

4 件

研究進捗状況・体制・今後の計画確認

①ワークショップ・セミナー・シンポジウム・アウトリーチ等

②合同調整委員会(JCC)開催記録（開催日、議題、出席人数、協議概要等）

概要

初年度の研究活動および研究進捗状況確認/機材調達状況/次年度の計画についての報告及び討議

研究進捗状況・体制・今後の計画確認
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萎凋病および葉枯れ病によるバナナの病害およびVSD病および果実腐敗
によるカカオの病害を制御する総合技術体系が確立される

「難防除病害管理技術の創出によるバナナ・カカオの持続的
生産体制の確立」

研究課題名

渡辺 京子 （玉川大学 農学部 教授）研究代表者名
（所属機関）

2020年度採択（2020年8月～2026年3月）研究期間

フィリピン共和国 セントラル・ルソン大学相手国名／主要相手
国研究機関

２．飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持
続可能な農業を促進する

１２．持続可能な生産消費形態を確保する

１５．陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の促進、持続
可能な森林の経営、砂漠化への対処、並びに土地の劣化の
阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する

関連するSDGs

プロジェクト目標

上位目標

• 科学技術外交を通じた日本のプレゼンスの向上

• CBD-ABSに長けた人材の育成と供給

• 日本へのバナナおよびカカオの安定供給体制の確立

日本政府、社会、産業
への貢献

• 難防除病害管理栽培技術の創出

• 病害診断方法の確立

• 病害を制御する総合技術体系の確立

科学技術の発展

• 特許の国際共同出願

• 知財管理ノウハウの移転

• 生物多様性に則った生物資源の取扱

知財の獲得、国際標
準化の推進、遺伝資
源へのアクセス等

• 本邦研究者の積極的な現地派遣

• 本邦研究者・参画学生の国際学会への参加、及び国際学
会誌への論文掲載

世界で活躍できる日本
人人材の育成

• 産学官連携による研究ネットワークの構築

• フィリピン国内における国際研究体制の構築

技術及び人的ネット
ワークの構築

• 病害防除総合技術ガイドライン

• IOTモニタリング指標提案書

• 参画者による研究論文

成果物（提言書、論文、
プログラム、マニュア
ル、データなど）

成果の波及効果

フィリピンにおいてバナナの萎凋病および葉枯れ病およびカカオのVSD病および果
実腐敗が制御されている

バナナ・カカオの難防除病害の管理技術体系がフィリピン国農業省の統合技術ガイド
ラインの生産ガイドに組み込まれ、フィリピン全土に適応される

開発技術の経済性
評価と技術普及

カカオの病害防除管理バナナの病害防除管理菌類生物多様性の理解
と生息域外保全
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